
夜
な
夜
な
語
り
合
う
。
い
つ
し
か
、
こ
う
い
う
語

り
合
い
が
日
課
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
自
ら
を

さ
ら
け
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
や
文
化
の
違

い
を
超
え
、
人
間
同
士
で
腹
を
割
っ
た
関
係
が
で

き
る
。
世
界
中
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
そ
う
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
確
信
め
い
た
も

の
を
勝
手
に
得
て
、
二
年
間
の
生
活
を
終
え
て
帰

国
し
た
。

起
業
体
験
を
通
じ
て

私
は
大
学
四
年
の
と
き
か
ら
、
企
業
の
立
ち
上

げ
に
関
与
し
て
き
た
。
当
社
は
、
私
が
立
ち
上
げ

た
二
つ
目
の
企
業
だ
。
社
員
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な

価
値
観
を
許
容
し
な
が
ら
、
組
織
を
一
つ
に
束
ね

て
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
邁

進
す
る
。
事
業
の
立
ち
上
げ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

苦
難
も
伴
う
が
、
リ
ス
ク
を
取
り
な
が
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
高
い
目
標
に
到
達
し
た
時
に
は
、
何
に

も
代
え
難
い
喜
び
が
あ
る
。

世
界
は
こ
れ
か
ら
一
〇
年
、
さ
ら
に
大
き
く
変

化
す
る
と
思
う
。
世
の
中
に
変
化
が
あ
る
時
代
に
、

私
た
ち
の
よ
う
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
は
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
。
変
化
を
先
読
み
し
な
が
ら
、
今
ま
で

に
存
在
し
な
か
っ
た
事
業
を
立
ち
上
げ
、
世
界
中

で
商
売
を
し
、
当
社
を
世

界
企
業
へ
と
昇
華
さ
せ
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
私
の

夢
だ
。

高
校
時
代
の
あ
の
生
々

し
い
ぐ
ら
い
の
原
体
験
が
、

私
の
中
に
強
く
根
付
い
て

い
る
。
多
く
の
学
生
が
同

様
の
体
験
が
で
き
れ
ば
、

世
界
は
変
わ
る
と
思
う
。

そ
し
て
、
日
本
は
強
さ
を

取
り
戻
せ
る
と
思
う
。
そ

の
た
め
に
は
微
力
な
が
ら

で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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世
界
を
飛
び
交
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

い
つ
も
通
り
に
深
夜
ま
で
オ
フ
ィ
ス
で
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
ポ
ー
ン
！
と
一
通
の
メ
ー
ル
が
届

く
。
英
語
の
件
名
で
し
か
も
添
付
フ
ァ
イ
ル
ま
で

付
い
て
い
る
の
で
、
一
瞬
、
新
手
の
ウ
ィ
ル
ス
か

と
思
う
と
、
そ
れ
は
Ｕ
Ｗ
Ｃ
時
代
の
悪
友
か
ら
の

ジ
ョ
ー
ク
メ
ー
ル
だ
っ
た（
笑
）。
一
人
に
や
に
や

し
な
が
ら
、
返
事
を
書
く
。

今
、
私
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
販
売
す
る
企
業
「
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
プ
ラ

イ
ス
」
を
経
営
し
て
い
る
。
社
員
は
総
勢
一
七
〇

人
。
創
業
は
今
か
ら
五
年
前
。
こ
の
五
年
間
、
素

晴
ら
し
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
時
の
運
に
も
後
押

し
さ
れ
、
昨
年
東
証
マ
ザ
ー
ズ
に
上
場
し
、
上
場

企
業
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｕ
Ｗ
Ｃ
滞
在
時
に
学
ん
だ
こ
と
。そ
れ
は
、「
自

ら
発
信
す
る
こ
と
」
と
、「
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

を
許
容
す
る
こ
と
」
の
大
切
さ
だ
と
思
う
。

目
の
前
に
輝
く
ア
ド
リ
ア
海

一
九
九
一
年
の
夏
。
私
は
イ
タ
リ
ア
北
部
の

D
uino

と
い
う
小
さ
な
村
に
到
着
し
た
。
さ
ん
さ

ん
と
輝
く
ア
ド
リ
ア
海
の
断
崖
に
立
つ
寮
に
て
、

身
支
度
を
終
え
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
出
る
と
、
そ

こ
は
、
小
さ
く
凝
縮
さ
れ
た
国
際
国
家
が
あ
る
よ

う
だ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
人
は
も
と
よ
り
、
エ
ジ
プ

ト
人
、
チ
ェ
コ
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
パ
ラ
グ
ア

イ
人
、
ウ
ガ
ン
ダ
人
、
南
ア
フ
リ
カ
人
…
…
耳
に

す
る
の
も
は
じ
め
て
の
国
も
多
く
、
強
烈
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
受
け
た
。
お
互
い
自
己
紹
介
を
す
る
と
、

発
音
が
難
し
く
覚
え
ら
れ
な
い
名
前
が
多
く
、
一

つ
一
つ
カ
タ
カ
ナ
で
メ
モ
を
取
っ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
る
。
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
ど
こ
ろ
か
、

こ
れ
は
え
ら
い
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た
な
と
い

う
感
じ
だ
っ
た
。

自
ら
を
リ
セ
ッ
ト
し
、

自
ら
発
信
す
る
こ
と

私
は
こ
う
い
う
人
間
で
あ
る
と
、
自
ら
発
信
し

な
い
と
誰
も
振
り
向
い
て
く
れ
な
い
。
文
化
背
景

が
全
く
違
う
の
で
、
自
ら
歩
み
寄
っ
て
い
か
な
い

と
誰
も
近
づ
い
て
き
て
は
く
れ
な
い
。
そ
う
腹
を

括
っ
て
、
自
分
を
さ
ら
け
出
し
て
、
思
い
切
っ
て

歩
み
寄
る
ま
で
に
し
ば
ら
く
の
時
間
を
要
し
た
。

二
年
目
に
入
る
と
大
分
慣
れ
て
き
た
。
仲
間
と

ジ
ョ
ー
ク
を
言
い
合
い
、
将
来
に
つ
い
て
の
夢
を

一
九
九
一
〜
九
三
年
Ｕ
Ｗ
Ｃ
ア
ド
リ
ア
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ（
イ
タ
リ
ア
）留
学
。

九
七
年
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
卒
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
入
社
、
サ
イ
バ
ー
キ
ャ

ッ
シ
ュ（
現
ベ
リ
ト
ラ
ン
ス
）出
向
。
二
〇
〇
〇
年
ギ
ガ
フ
ロ
ッ
プ
ス
取
締
役
就
任
。

ネ
ッ
ト
プ
ラ
イ
ス
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
就
任（
現
任
）。〇
五
年
ク
ー
コ
ム
取
締
役
就
任（
現

任
）。
日
本
経
団
連
入
会
。

佐
藤
輝
英

さ
と
う

て
る
ひ
で

●
�
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ワ
ー
ル
ド
・
カ
レ
ッ
ジ（
U
W
C
）日

本
協
会
は
、
世
界
各
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
生
徒
た
ち
と

の
教
育
体
験
の
共
有
に
よ
り
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を
養

成
す
る
と
い
う
理
念
を
掲
げ
る
U
W
C
の
日
本
委
員
会
と
し

て
、
毎
年
一
〇
名
前
後
の
高
校
二
年
生
を
世
界
各
地
に
あ
る

U
W
C
傘
下
の
高
校
に
派
遣
し
、
す
で
に
三
八
八
名
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
い
る
。

自
ら
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば

ネ
ッ
ト
プ
ラ
イ
ス
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
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